




















きたみらい農業に
エネルギッシュな仲間が

酪
農
技
術
を
極
め
る

置
戸
地
区
・

川
南

館
農
学
園
大
学
を
卒
業
し
、
こ
の
善
か

ら
就
農
し
ま
し
た
。

両
親
か
ら
大
学
に
進
学
す
る
チ
ャ
ン
ス

を
も
ら
い
、
勉
強
な
ど
を
積
み
重
ね
た
4

中

尾

戸祐

年
間
で
農
業
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感
し
、

そ
の
一
舗
を
担
い
た
い
と
考
え
た
こ
と
が

就
農
し
た
大
き
な
要
因
で
す
。

将
来
、
目
指
す
酪
農
経
営
は
、
限
ら
れ

た
農
地
で
高
収
量
、
高
畠
質
の
粗
飼
料
を

確
保
す
る
技
術
を
極
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

畜
産
と
畑
作
が

融
合
し
た
経
営

留
辺
薬
地
区
・
花
園

北
海
道
尚
芯
学
園
高
等
学
絞
を
卒
業
後
、

札
幌
市
内
で
車
の
ガ
ラ
ス
を
専
門
に
鍛
う

イ
コ
マ
北
海
道
に
勤
め
て
い
ま
し
た
。

還
暦
を
迎
え
た
父
は
、
肉
牛
と
畑
作
経

藤

田

稔

彦
さ
ん

営
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
長
男
と
し
て
「
父

の
手
助
け
を
」
レ
た
い
こ
と
。
そ
し
て
生

ま
れ
育
っ
た
実
家
の
沼
園
地
鼠
が
好
き
だ

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
思
い
切
っ
て

U
タ
ー

ン
を
決
意
し
ま
し
た
。

企舵燥ローJレを刻む祐貴さん企$1ンクから飼料を取り出す稔彦さん
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月
お
日
と
幻
日
の
両
日
に
一
斉
入
牧
が
行

わ
れ
、
今
年
は
約
2
0
0
頭
の
凱
牛
が
入

牧
し
ま
し
た
。

お
い
し
そ
う
に
食
べ
、
そ
し
て
水
を
飲
ん

だ
り
と
約
5
0
0
0
の
広
大
な
牧
潟
の
自

然
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

ゆ
月
下
旬
ま
で
同
牧
場
で
飼
育
さ
れ
、

栄韓
国価
の
高
い
牧
草
を
た
っ
ぷ
り
と
食
べ
、

イ
エ
ス
ク
リ
ー
ン
人
参
の
潜
種
作
業
が

最
盛
期
を
迎
え
て
い
ま
す
。
東
相
内
の
岩

崎
隆
幸
さ
ん
も
マ
イ
テ
ィ
ー
に
乗
り
、
何

日，
の
癌
き
つ
け
を
行
い
ま
し
だ
。

こ
の
作
業
は
、
市
錫
ヘ
一
定
期
間
、
一

定
量
を
安
定
出
荷
す
る
た
め
に
、
相
内
人

参
部
会
が
定
め
た
師
団
種
計
画
に
基
づ
き
、

2
台
の
燭
種
機
を
使
っ
て
作
業
を
し
て
い

ま
す
。

作業
2台で
人

師団種
は
4
月
お
白
か
ら
始
ま
り
、
最
終

は
6
月
上
旬
ま
で
と
さ
れ
、
相
内
地
区
全

体
で
約
U
n
h
が
作
付
け
さ
れ
ま
す
。

今
年
は
燭
種
時
期
の
悪
天
候
で
、
生
産

者
の
皆
さ
ん
も
苦
労
さ
れ
ま
し
た
が
、
今

後
、
安
定
し
だ
天
候
が
続
く
と
、

8
月
上

旬
か
ら
収
穫
が
始
ま
り
、
安
全

・
安

ωな

イ
ヱ
ス
ク
リ
ー
ン
人
参
が
消
費
者
に
届
け

(中
川

裕
二
)

遣
戸
町
拓
殖
の
置
戸
町
釧
北
牧
場
で

5

各
酪
農
家
の
牛
舎
か
ら
ト
ラ
ッ
ク
で
搬

ら
れ
ま
す
。

送
さ
れ
て
き
た
若
牛
は
、
耳
標
番
号
の
確

認
や
消
毒
な
ど
の
作
業
を
終
え
る
と
、
青

空
の
下
、

勢
い
よ
く
牧
野
に
飛
び
出
し
て

行
き
ま
し
だ
。
服
さ
れ
た
牛
は
、
牧
草
を

-8月出荷目指して
27ば錨種~

AINOI¥IAI 

一
回
り
も
二
周
り
も
大
き
く
な
っ
て
、
長
口

生
産
者
の
も
と
へ
と
戻
っ
て
い
き
ま
す
。

モー最高fと
緑一面の大地に (酒

井

沙
織
)

~釧北牧爆に
若牛200頭入牧~

@ 



対VFキ片弓ι

鹿食害を防ぐ
くくりわな設置

~地織の協力得て

効果を発揮~

有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
が

泊
加
し
て
お
り
、
温
根
湯
地
区
に
お
い
て

も
鹿
を
中
山
と
し
た
農
作
物
の
食
害
が
深

刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

北
海
道
猟
友
会
北
見
支
部
温
根
湯
部
会

わ
な
部
は
、
「
わ
な
猟
免
許
」
を
取
得
し
だ

例
名
で
今
年
の

3
月
に
設
立
レ
、
く
く
り

わ
な
の
設
置
と
設
置
後
の
見
回
り
な
ど
、

地
鼠
の
協
力
を
得
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

わ
な
は
ワ
イ
ヤ
ー
で
作
ら
れ
、
鹿
が
足

を
踏
み
込
ん
だ
暗
に
パ
ネ
が
弾
い
て
ワ
イ

ヤ
ー
が
締
ま
る
と
い
う
仕
掛
け
で
、

4
月

下
旬
か
ら
温
根
湯
地
区
の
全
滅
に
設
置
。

東
海
林
男
部
会
長
は
「
毎
日
の
男
回
り

な
ど
地
域
の
協
力
は
不
可
欠
。
労
力
な
ど

太
愛
な
部
分
も
あ
る
が
刻
果
は
確
実
に
あ

る
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

上
常
呂
特
産
の
ト
マ
ト
の
収
穫
作
業
が

5
月
中
旬
か
ら
始
ま
り
、
ト
マ
ト
生
産
部

会
(
中
村
剛
実
部
会
長
)
は

5
月刊
ω
目、

北
見
市
甥
で
「
目
慣
ら
し
会
」
を
行
い
ま

し
た
。
生
産
者
、

J

A
職
員
、
市
湯
担
当

者
刊
は
名
が
参
加
し
て
、
取
扱
い
要
領
と
選

別
基
準
を
確
認
し
ま
し
た
。

参
加
し
だ
生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、
府
県

産
と
よ
常
呂
産
の
ト
マ
ト
を
手
に
し
な
が

ら
市
場
担
当
者
の
選
別
注
意
点
や
規
格
分

け
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
説
明
を
熱
血
り
に
聞
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

同
部
会
の
作
付
け
戸
数
は
4
戸
で
、
主

に
「
ハ
ウ
ス
桃
太
郎
」
を
3
1
5
0坪
栽

指
し
、
叩
月
中
旬
ま
で
美
味
し
く
て
安
全

.
安

ωな
ト
マ
ト
が
消
費
者
の
皆
さ
ん
に

届
け
ら
れ
ま
す
。

、
十
」
川
川

〆
ゐ

wu四.，，
卓
也
)

桃太郎トマト
収穫始まる

~首献と適度な酸隙が

消費者に好評~

(加
藤

正
人
)
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北
男
市
か
あ
さ
ん
の
朝
市
会
が
5
月刊日

目、

J
A
き
た
み
ら
い
セ
ン
タ
ー
事
務
所

の
特
設
会
湯
で
始
ま
り
、
約
1
5
0人
の

市
民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
だ
。

員
ロ
人
の
う
ち
竹
人
が
参
加
し
、
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
、
レ
タ
ス
、
小
松
菜
や
山
菜
、
活

と
野
菜
箇
な
ど
を
販
売
し
ま
し
た
。

女
性
部
訓
子
府
支
部
(
西
森
美
代
子
支

部
長
)
は
5
月
引
日
、
毎
年
実
施
し
て
い

る
花
埋
設
置
を
行
い
ま
し
た
。

力
し
あ
い
、
土
の
配
合
や
桔
植
え
に
約
1

時
間
か
け
て
、
川
町
個
の
プ
ラ
ン
タ
1
桔
痩

を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

西
森
支
部
長
は
「
役
員
の
皆
さ
ん
と
楽

レ
く
値
え
ま
し
た
。
桔
が
満
開
に
な
る
7

月
が
楽
し
み
で
す
」
と
笑
顔
で
話
し
て
く

市
内
泥
園
町
に
住
む
主
婦
は
「
朝
市
を

楽
し
み
に
し
て
い
た
。
農
家
の
お
母
さ
ん

だ
ち
が
作
っ
た
野
菜
は
安

ωし
て
食
べ
ら

れ
る
と
」
と
話
し
、
た
く
さ
ん
の
野
菜
を

買
い
求
め
ま
し
だ
。

J
A事
務
所
前
や
給
油
所
、
資
材
庖
舗

第

1
回
目
の
開
始
に
先
立
ち
、
戸
田
富

美
子
会
長
は
「
消
費
者
の
皆
さ
ん
巴
会
え

る
今
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。
今
年
ち

新
鮮
な
野
菜
を
届
け
た
い
」
と
挨
態
。

今
年
で
ゆ
年
目
を
迎
え
た
当
日
は
、
会

の
前
に
ペ
コ
ニ
?
と
マ
リ
ン
ゴ
ー
ル
ド
な

ど
約
2
0
0本
を
プ
ラ
ン
タ
ー
に
値
え
、

道
行
く
人
の
目
を
楽
し
ま
ぜ
て
く
れ
て
い

ま
す
。

れ
ま
し
た
。

の
かあさんの朝市

~悪天候の中
150人の市民が来湯~

(塩
田
こ
ず
恵
)

当
日
は
三
役
と
地
区
長
な
ど
ロ
名
が
協

の
プランター花壇設置
4 

(菅
原

明
希
)

~ワ月頃の
満開時期が楽しみ~

@ 



時々若手キfザ

黄金色の
稲穂を期待して

~きたゆきもち

242~を栽繕~
TANNO 

端
野
地
区
2
区
の
(
有
)
西
川
農
場
は

5
月

μ
白
か
ら
田
植
え
を
始
め
ま
し
た
。

「き
た
ゆ
き
も
ち
」
を
4
・
2
0作
付
け

を
予
(
売
後
継
者
の
哲
平
さ
ん
は
、
移
植

機
に
苗
を
積
み
、
準
備
万
端
の
田
ん
ぼ
に

入
り
手
際
よ
く
回
値
え
を
行
い
ま
し
た
。

漏
野
地
区
で
は
2
4
2お
の
作
付
け
を

予
定
し
て
お
り
、
今
年
か
ら
全
量

「き
た

ゆ
き
も
ち
L

の
栽
倍
と
な
り
ま
す
。

5
月
上
旬
か
ら
の
断
続
的
な
天
候
不
順

特産の自花里
植え付け体験

に
よ
り
、
植
付
け
作
業
ち
遅
れ
て
い
ま
す

が
、
当
日
は
気
温
も
上
が
り
、
作
業
は
順

調
に
進
み
ま
し
だ
。

今
年
か
ら
本
格
的
に
始
ま
る
戸
別
所
得

補
償
制
度
に
よ
り
、
も
ち
米
を
取
り
巻
く

状
況
も
複
雑
化
し
て
い
ま
す
が
、
哲
平
さ

ん
は

「穏
り
多
い
出
来
秋
を
迎
え
た
い
」

と
意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

(扇
谷

光

翰
)

北
男
市
立
留
辺
義
小
学
校
の

3
写
生
お

人
は
5
月間
ω
日
、
同
校
の
農
園
で
留
辺
薬

特
産
の

「白
抱
豆
」
に
つ
い
て
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。
同
校
は
総
合
学
習
の
一

環
と
し
て
、
体
験
学
習
を
通
じ
て
食
や
農

を
考
え
る
こ
と
を
目
的
に
取
り
入
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

児
童
は
農
園
の
草
取
り
、
土
起
レ
、
肥

料
撒
き
を
行
っ
た
後
、
白
花
豆
を
一
粒
一

粒
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。
橋
本
普
及
員
が

コ
日間さ
3
げ
ま
で
成
長
し
ま
す
」
と
説
明

す
る
と
、
全
児
童
が

「お
お
l

l
L

と
大

歓
声
。
「芽
は
い
つ
出
る
の
つ
」「
豆
は
い

つ
採
れ
ま
す
か
っ

」
な
ど
の
質
問
も
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
が
、
今
後
、
収
穫
に
向
け
て

児
童
の
手
に
よ
っ
て
管
理
さ
れ
て
い
き
ま

す
。
今
回
の
体
験
学
習
に
は
北
見
市
、
網

走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
と
共
に
J
A

き
た
み
ら
い
も
人
的
支
援
を
し
ま
し
だ
。

(渡

辺

大

樹
)

~小学生児童35人が
農園で体験学習~

@ 



この写真は昭和20年頃、隣近所の農家4、51牛が 一
共同して米の籾借り作業を行っているところを爆つ 圃
たものです。 .

当時は、鎌で稲刈りと二オ積みまで各農家が行い、

労力不足を補うために、脱穀と籾溜り作業を近隣の

農家が共同で行なっていました。 園

籾f習り作業は、籾を機械に入れる人、ゴミを集め .
る人、稲わらで作られた俵 (たわら)に入れる人、

震協倉庫まで馬車で運搬する人など総勢6~7人で
役割を分担して行なわれていましたが、 1日で約1-
軒分の籾摺りが出来ました。 .

現在の篠lこD型の倉庫もなく、雨が降ってく ・
ると機械や稲わらにゴザを働けて、機械の故障や米

の晶質値下を防いでいました。籾摺り作業が始まる

と「冬m軍到来か」という季節でもあったことから、 圃
雪が舞い散る中でも、白い息を吐きながらの作業ち .
ありました。 一

籾摺り機ち手動から自動になり始めだ時代に林さ

んは、「当時は、とても楽になったとみんなで喜んで ー
いたけれど、今と比較すると大変な作業だったと、 園

改めて感じる」と、懐かしそうに話してくれました。圃
(中)11 裕二)• 周目

ー・・・'̂̂----内AJ.....J¥.... Il....JむUむυu・eむ・・・・・・・c・................................c・
端野地区・緋牛肉

菊地澄子さん(38歳)

企菊地さんが作り上げた数々 のエコヴラフ ト作品

••• ••• 

ホZ
E み
. ~会

ヌ。民
さ
ん

高晶質 x 
安定収量 サ o

zi也EZ;日さん(ぷ ¥ ¥ 
野
で
笠
目
る
年
い
4
て
て

l
u
l
u
 

け
農
付
就
作
で

を
男
菜
長
ん
の
て
聖堂
、
夫
葱
ん
玉
さ、予

は
恵
ん
智
さ

、

郎
ん
末
さ
真
明

。

敏
す

趣日高|まフ
スポーツ観戦とドライブです。年lこ 1~2 回1"プ
ロ野球(日本ハム〉の試合を観戦します。

理想の口性IJ;フ
優しくて、気遣いのある人ガ良いです。

結措IJ;いコ頃まで!こ7
30歳i立まで巴はと考えています。

官11日IJ;むhな事そしていま可かフ
ドライブや買い物をして過ごしています。

農業1ご対苛る抱負奄
就農して4年目で、まだま定未翼円です。毎年、安
定して良い作物を収種し、余浴のある生活をしだい
です。

{菅原明希)

7月号の「ホープさんJは、JAきだみらい胃年部
北見麦部のつさんを予定しています。広報編集委員が、
突然、取材lこお伺い替ると思いま曹が、何卒、ご協力
闘います。



いか
一

一。
や

む
瓜

今月号の“私のパ トナー"は、青年活動で知り合い、
ω年に結婚. r笑いの耐えない家庭を築きだい」と話す
片桐敏史さん、志憶さん夫妻を紹介します.

元気で聞るい家庭
置戸地区・秋田

片桐敏史さん(27歳)

志穂さん(32歳)

Qご結鎗されたのはいつで苛力‘?

2009年11月です。
Q知1)合ヲたキ‘νカケ1<1:7 
青年活動を通じて知り合いました。

Q初めて会ヲた時の印象は?

敏史さん 「良くしゃべる人だなあ~(~ ~ )J 

志穂さん 「なんとなく、優しそうだなあ」

Q結勉を決意した大きなポイン卜1<1:7 

敏史さん 「いっしょにいて楽しいし、しっかり

しているところJ

志穂さん 「優しいし、行動力があるところ」

Q;e!車さ九の出身地1<1:7
佐呂間町出身で、漁業協同組合で事務をしてい

ました。

Q乎ど宅は何人?

5人くらいつ
Qど九な家庭を築きたいで苛か?

みんなが元気で明るく楽しい家庭園

Q今後の目標、あるいは夢を?

家族みんなが笑いの絶えない家庭が目標です。

※志穂さんに抱っこされているのは、長女の依央(いお)
ちやんで、 6月17日で満1歳になります。

{酒井沙織)

【写真説明】

近隣の農家が集まって行なわれた共同の
籾摺り作業です。なお、林さんは住宅の屋
根にハシゴが架かっている手前で、帽子を
被り、首に白い聖オルを巻いている方です

' 相内地区・美園

林 勝美さん(83歳)

園田.....' 

(扇谷 光輔)• •••••••••••••••••••••• 



訓子府地区・北栄
Eい き

森下大樹くん(1歳7ヶ月)

トーマス大腸き F
機関車ト マスが大鰐きで、「ポ、ソポ 」と走
らせて遊ん芝り、 DVDを真剣にみています。
保育園!こ通うお姉ちゃんの愛羽 (いとは)
ちゃんの送り迎えをママといっしょ巴してい
ます。 家!こ帰ってくると「ねえね~J とお姉
ちゃんの後|こくつついて仲良<遊んでいます。
食欲も旺盛で、犯き芯食べ物はイチゴ、チ
ズ、アイスクリ ム、取材時もお茶を飲み
ながら、ドンをおいしそう|こ食べていました。
お母さんのゆかりさん1<1:、「愛羽も大樹も元
気で素直に育ってくれれば何よりですJと優
しく話してくれまし左。
大樹くんは、訓子府地区 北栄の森下敏行さ
ん、ゆかりさんの長男です。

明希){菅原

穴毒

田i
v ひ柊璃ん
よ撮
り I~\ 羽
をくくzん ん
3 6 B 
才 才 才

りう

tJつ之いい警察官12 璃羽<ん(右)
|まくは大きくなったら警察官仁なりだいです。制
服がかっこいいし、あこがれているパト力一|こも乗
れ、パト力ーの運転席!こも興昧があるからです。

lまく宅警曹官 官，&<ん(左)

ぽくもあ兄ちゃんと同じ警察官仁怒りたいです。
蝿 悪い人をつかまえたり、困っている人を闘けだいか
らです。お兄ちゃんとコンヒーを組んでやってみだい
で寸。

ブリキコ1'12 ひよりちゃん(中央)

わをし|立大きく怠つだら、スイートブリキ:::l?の
キコアリズム巴なりたいです。ブリキユア仁変身し
て悪者をやつけたいです。
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主葱、小麦、てん菜を作付けする穴回惣ーさん、
優子さん夫妻の仲良し兄妹です。

.. ， .. 

@ 

相内地区・西相内

辻本健 二さんm歳)
玲子さんc77歳)

結
婚
し
て
弱
年

健
こ
さ
ん

留
辺
禁
町
泉
出
身
で
、
学
校

を
卒
業
後
、
す
ぐ
仁
就
農
。

当
時
の
農
作
業
は
馬
が
主
力

で
、
辻
本
さ
ん
の
家
巴
は
1
1

2
頭
の
馬
が
い
ま
し
だ
。

「
昔
は
仕
事
、
住
事
の
毎
日
で

大
変
た
つ
だ
け
ど
、
こ
れ
が
礎

巴
怠
っ
て
舎
が
あ
る
」
と
話
し

て
く
れ
ま
し
た
。

玲
77
さ
ん
と
結
婚
後
、
昭
和

辺
年
巴
当
時
で
は
惨
し
い
分
家

事」し
、
西
相
内
巳
移
り
ま
し
定
。

分
家
後
の
作
付
け
は
、
ビ
ー

ト、

一豆
、
ハ
ッ
力
、
米
な
ど
約

5
D
。
「毎
日
毎
日
、
畑
で
体
を

動
か
し
て
い
だ
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

玲
予
さ
ん

錨
野
町
一
区
出
身
の
玲
ヲず
さ

ん
は
、
昭
和
計
年
4
月
巴
健
こ

さ
ん
と
結
婚
。

結
婚
当
初
は
、
「
馬
の
扱
い
と

畑
と
水
田
の
石
拾
い
が
大
変
だ

っ
た
」、
さ
ら
巴
「
春
か
ら
二
人

で
苦
労
し
て
作
っ
た
作
物
が
、

豊
作
の
秋
を
迎
え
尼
崎
は
そ
の

疲
れ
も
吹
っ
飛
び
ま
し
だ
」
と

懐
か
し
そ
う
C
話
し
て
く
れ
ま

し
だ
。
お
二
人
と
ち
旅
行
が
持
き
で
、

現
在
は
海
外
、
園
内
問
わ
ず
旅

行
巴
出
出
国
け
て
い
ま
す
が
、
す

で
巴
合
年
の
旅
行
プ
ラ
ン
也
練

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

(中
川

裕



& 

11 

まti1Jl&Jさがし
} 

ミ。
Bのイラストには、 Aのイラストと違う部分が5力所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

A B 

5月号クイズの当選者
5月号のまちがいさがしの答えは r3.6. 8. 9. l1jで
した。正解者42名の中からj由選の結果、当選者は次の
万々です。尚、抱選はJAきたみらいの西川組合長巴
お願いしましだ。

( )内は地区名
・稲田 雄介さん(温根湯)・及)11 一子さん(訓子府)
・坂下みちるさん(留辺菜)・岡嶋 厚子さん(相 内)
・溝井鈴香さん(置戸)・白井愛美さん(上常邑)

・小山田 彰さん(訓子府)・中嶋ゆり子さん(北 見)
・上杉恵美子さん(訓子府)・重富 鍋さん(錨野)

以上の方々には、憐);青月の自花豆スイーツ「白花桃

子J1箱プレゼン卜します。

応募方法
答えが解った人は、別紙の応募用
紙に答え(番号)と広報誌へのご意見
.ご感想を記入してFAXでご応募
下さい。抽選で10名の方に、 JAき
たみらいのレトルトカレー「玉ねぎ
と牛すじカレー』を 2箱プレゼント
します。
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タ
マ
ネ
一ギ

徹
底
し
た
肥
培
管
理
で

反
収
5
8
0
0
M

水

作
業
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

新
田
さ
ん
は
「
1
B
で
も
早
く
定
値
を

終
え
た
い
」
と
話
し
な
が
ら
、

「植
え
付
け

後
は
肥
活
管
理
を
徹
底
し
、
仙
川
町
目
当
た
り

5
・
8
トン
は
収
穫
し
だ
い
」
と
目
標
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

※
当
J
A
管
内
に
お
い
て
、
今
年
の
玉
葱

作
付
面
積
は
4
4
5
6
D
で
、
お
万
6

千
トン
の
生
産
を
計
画
。

端
野
地
区

・
1
区
の
新
田
祥
見
さ
ん
は

「
北
は
や
て
2
号
」「
パ
レ
ッ
ト
ベ
ア
l
」

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
2
2
2」
「
北
も
み
じ
2

0
0
0」
の
4
品
穫
を
竹
・

5
力
に
作
付

け
。
ハ
ウ
ス
で
丈
夫
に
育
て
た
極
早
生
種

「北
は
や
て
2
号
」
の
苗
を
4
月
お
日
か

ら
植
え
付
け
を
始
め
ま
し
た
。

天
候
不
順
で
一
時
定
植
を
見
合
わ
せ
ま

し
た
が

5
月
に
入
っ
て
か
ら
再
開
。
4
畦

用
の
移
植
機
を
使
い
、

1
日
2
D
の
ペ
ー

ス
で
極
早
生
、
早
生
、
中
晩
生
種
の
順
で

F~1有国宝~

A~ION 
..，.....，. . .、.-T.、.

h
F
4
品
種
の
告
マ
ネ
ギ
を
刊
・

5
訟
に
作
付
け
す
る
新
田
祥
見
さ
ん
(5
月
9
日
撮
影
)

稲

水
管
理
に
徹
底
し

反
収
5
1
0
同

相
内
地
区
・
東
相
内
の
畑
中
豊
作
さ
ん

は
惚
お
の
面
積
に
「
は
く
ち
ょ
う
も
ち
」

2
割
、
「
き
た
ゆ
き
ち
ち
」

8
割
を
作
付
け

す
る
水
稲
専
業
農
家
で
す
。

畑
中
さ
ん
は

4
月
幻
自
に
種
を
ま
き
、

5
月
の
連
休
明
け
に
田
起
し
、
加
日
か
ら

代
か
き
を
始
め
ま
し
た
。

4
月
下
旬
か
ら
の
雨
天
や
倍
混
で
、
吾

作
業
の
遅
れ
が
山
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
平

年
並
み
の

5
月
幻
白
か
ら
、

8
条
田
樋
え

機
で
移
植
を
始
め
ま
し
た
。

刊
旧

h
h
の
田
植
え
を
終
え
た
畑
中
さ
ん
は

「
低
温
で
育
苗
管
理
に
苦
労
し
た
。
今
後

は
水
管
理
に
細
ゅ
の
注
意
を
払
い
、
叩
岬l

当
た
り
5
1
0
同
位
は
収
穫
し
た
い
」
と

意
気
込
み
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

※
当
J
A
管
内
に
お
い
て
、
今
年
の
水
稲

作
付
面
積
は
8
6
3
P
(
う
る
ち
と
も

ち
)
で
、

4
3
5
0
J
の
生
産
を
計
画
。

@ 

企もち米18;'~を作付けする畑中豊作さん
(6月1日撮影)
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ト
ラ
ク
タ
ー
で
け
ん
引
す
る
力
ツ
テ
イ

ン
グ
プ
ラ
ン
タ
l
の
タ
ン
ク
に
種
芋
と
粒

状
複
合
肥
料
を
入
れ
、
自
動
的
に
植
え
付

け
て
い
く
と
ロ
ラ
で
鎮
圧
し
た
線
が

畑
の
上
に
長
く
続
き
ま
す
。

東
さ
ん
は
今
後
の
好
天
続
き
を
願
い
な

が
ら
、
「
平
年
作
の
叩
日
当
た
り
大
コ
ン
テ

ナ
2
・
5
基
は
収
穫
し
た
い
」
と
謙
虚
に

話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

※
当
J

A
管
内
に
お
い
て
、

今
年
の
食
用

馬
鈴
薯
作
付
面
積
は
1
9
1
2
D
で、

6
万
3
干
J
の
生
産
量
を
計
画
。

Z
一九
一薬

馬
一鈴
一薯

反
収
5
・5
J
と

何
日
・

8
%
以
上
の

度

適
期
培
土
で

反
収
3
・5
J

置
戸
地
区
・
幸
岡
の
井
上
一
昧
さ
ん
は
、

秋
小
麦
、
て
ん
菜
、
食
用
馬
鈴
薯
、
白
話

豆
な
ど
幻
お
を
作
付
け
す
る
畑
作
専
業
農

家
。
今
年
の
て
ん
菜
作
付
面
積
は
7
・
7

お
で
す
が
、
揺
種
を
3
月刊
M

臼
に
行
い
、

苗
ち
順
調
に
生
育
し
だ
5
月
7
日
か
ら
移

植
作
業
を
始
め
ま
し
た
。

2
畦
用
の
移
植
機
に
井
上
さ
ん
家
族
が

乗
り
込
み
、
ポ
ッ
ト
笛
を
ペ
ル
ト
ロ
ー
ラ

ー
に
載
せ
る
と
、
自
動
的
に
箇
が
次
々
と

植
え
付
け
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。

井
上
さ
ん
は
「
昨
年
は
高
混
と
湿
害
で

大
幅
に
減
収
し
た
。
今
年
は
こ
ま
め
な
肥

出
国
管
理
で
ゆ
日
当
だ
り
5
・
5

トン
の
収
量
と
行
・

8
%以
上
の

糖
度
を
確
保
し
た
い
」
と
意
欲

を
示
し
て
く
れ
ま
し
た
。

移
値
作
業
を
終
え
た
生
産
者

の
皆
さ
ん
は
、
力
ル
チ
作
業
を

進
め
て
い
ま
す
が
、
天
候
の
回

復
と
気
温
の
上
昇
を
願
っ
て
い

ま
す
。

※
当
J

A
管
内
に
お
い
て
、
今

年
の
て
ん
菜
作
付
面
積
は
3
9
4
6
P

で
、
辺
万
5
干
J
の
生
産
を
計
画
。

よ
常
呂
地
区
・
広
郷
の
東

龍
児
さ
ん
は
、
紋
小
麦
、
て

ん
菜
、
馬
鈴
薯
、

小
豆
な
ど

m

mrd
を
作
付
け
す
る
畑
作
専

業
農
家
。

東
さ
ん
は
食
用
馬
鈴
薯
の

「
男
爵
薯
」

8
Pと
「
ス
ノ

ー
マ
ー
チ」

3
咋
、
加
工
用

の
「
き
た
ひ
め
」

1
・
2
hM

を
作
句
け
。

天
候
不
順
で
作
業
が
は
か
ど
ら
す
、
快

晴
と
な
っ
た

5
月
刊
白
か
ら
値
え
付
け
再

開
と
な
り
ま
し
た
。

馬鈴薯など9.5符作付けする東龍児さん
(5月11日栂影)

企てん菜7.7;:'iを作付けする
井上一味さん (5月7日撮影)

@ 
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北
海
道
フ
ラ
ッ
ク
&
ホ
ワ
イ
ト
シ
ョ
ウ

き
た
み
ら
い
出
品
午

好
成
績
収
め
る

2
0
1
1北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク
&
ホ
ワ
イ

ト
シ
ョ
ウ
が

5
月
お
日
と
却
日
の
両
日
、

安
平
町
の
北
海
道
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

湯
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

シ
ョ
ウ
に
は
全
道
各
地
か
ら
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
種
と
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
、
合
せ
て
2
4

8
頭
が
出
口
回
し
、
審
査
員
は
力
ナ
ダ
・
シ

|
メ
ツ
ク
ス
ア
ラ
イ
ア
ン
ス
社
の
ブ
ラ
イ

ア
ン
・
力
ー
ス
力
デ
ン
氏
。

出
局
者
は
大
会
前
日
か
ら
会
場
ヘ
乳
牛

を
搬
入
し
、
牛
の
毛
刈
り
を
し
て
容
姿
を

整
え
、
真
剣
な
眼
差
し
で
シ
ョ
ウ
に
臨
み
野
宮
口たt』官H受

ん

十
乞
キ
C

賞
な
等
み
1
の
で
者
産
係
経
関
未
と
の
)
部
央中

E
U

，，、
第
牛
と
有
部
所
4
ん
第
さ
企

ま
し
だ
。

J
A
き
た
み
ら
い
か
ら
は
叩
頭
が
出
口
回
。

北
見
地
区
の
吉
野
英
之
さ
ん
が
出
口
回
し
た

2
頭
が
、
第
4
部
末
経
産
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
、

第
5
部
末
経
産
シ
ニ
ア
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
で
、

そ
れ
ぞ
れ
1
等
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ャ
ー
ジ
ー
種
の
部
に
お
い
て

訓
子
府
地
区
の
渡
辺
正
昇
さ
ん
が
出
昂
し

た
「
グ
リ
ー
ン
パ
ス
チ
ヤ
|

M
C

ヴ

イ
ン
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン
イ
ワ
テ
」
が
シ

ニ
ア
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
受
賞
し
ま
し
た
。

大
き
く
育
っ
て
ね
1
・

タ
マ
ネ
ギ
を
テ
ー
マ
に
体
験
学
習

北
見
市
立
北
光
小
学
校

北
見
市
立
北
光
小
学
校
の

3
年
生
mm
人

は
5
月
刊
は
目
、
同
絞
の
農
園
で
地
元
特
産

の
タ
マ
ネ
ギ
を
テ
ー
マ
に
体
験
学
習
を
行

い
ま
し
た
。

同
校
は
総
合
学
習
で
兜
童
に
食
や
農
を

考
え
て
も
ら
お
う
と
昨
年
か
ら
体
験
学
習

を
取
り
入
れ
ま
し
た
。
J
A
き
た
み
ら
い

ち
タ
マ
ネ
ギ
苗
を
提
供
す
る
な
ど
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

当
日
は
網
走
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

の
植
松
調
整
担
当
係
長
と
山
本
主
査
が
、

企ジャージ一種の部でシニアチャンピオンを受賞し
た渡辺さん所有牛(中央)と関係者の皆さん

~.. 

企学校農園でヲマネギの苗を植える児童

タ
マ
ネ
ギ
の
種
ま
さ
か
ら
値
え
紺
け
作
業

ま
で
を
子
ど
も
た
ち
に
詳
し
く
説
明
。

臼
平
方
針
の
学
校
農
園
で

「オ

ホ

ッ

ク
2
2
2
L
苗
を
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

-
組
の
佐
藤
杏
さ
ん
は
「
タ
マ
ネ
ギ
大

好
き
。
大
き
く
育
つ
の
が
楽
し
み
」
と
笑

顔
を
見
ぜ
て
く
れ
ま
し
だ
。

担
任
の
水
見
晴
海
先
生
は

「み
ん
な
で

成
長
を
見
守
り
ま
す
。
収
穫
後
は
給
食
の

力
レ
ラ
イ
ス
な
ど
に
使
い
、
タ
マ
ネ
ギ

染
め
も
体
験
さ
せ
た
い
」
と
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
当
日
行
っ
た
透
明
の
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
に
植
え
ら
れ
た
タ
マ
ネ
ギ
苗

を
使
っ
て
、
教
室
で

4
人
1
組
と
な
っ
て
、

根
の
成
長
過
程
ち
記
録
し
ま
す
。

企告マネギの根の成長を調べるベッ ト
ボトルに土を入れる児童

@ 
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lNFQ RM 
JA共済
優績組合で表彰

平成22年度.JA共済i憂績組合として.JAきたみら
いが表彰され、その表彰短与式が5月27日にセンタ
一事務所で行われましだ。
.JA共済連北海道本部 ・川口副本部長より西川組
合長に表彰状と副賞の目録が手渡されました。

6部門ある優績表彰のうち、当.JAld: r新契約優
績表彰 自動車共済 ・自賠責共済の部」で、この部

門は初受賞となり、北海道では6.JAが受賞しまし
た。日頃の普及活動の成果が実を結んだ結果と受け

とめ、今後も層、組合員 ・契約者のこズにあっ

た保障の提案をゆがけ、最良の「安I~\J と n首足」
が控室i共できるよう取り組んで参ります。

事会報告
・平成23年 5月27日(金)

1里

[1自決事項]
①出資減ロ及び持分譲渡について
②固定資産の取得及び処分について
③夏期地区別懇談会の実施日程について
@平成22年度版JAきたみらいディスウロージャー誌の
発行について
⑤北見市に対する平成22年度銀行縁故債の貸付について
⑥平成23肥料年度肥料事業推進方針について

企川口副本部長(右)より表彰状を受け取る西川組合長

青
年
部
・
女
性
部
・
フ
レ
ミ
、
ス
な
ど

6
・7
月
の
主
な
活
動
計
画

交
流
研
修
会

(北
見
モ
イ
ワ
ス
ポ
|
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修
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)

0
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フ
レ
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研
修

(
岩
見
沢
方
面
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0
6
月
初
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(
火
)

・
女
性
部
J

A
常
勤
役
員
と
意
見
交
換

.
フ
レ
ミ
ズ
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A
常
勤
役
員
と
意
見
交

負

O
6
月
初
日
(
木
)

平
成
お
年
度
北
見
地
区
新
規
就
曲
目
者

10号表紙写真掲載の氏名紹介で
森屋裕美さん=今蒜谷裕美さんに訂正
30号表紙写真渇載の氏名紹介で
北口祥夢(しようむ)くん=今しようまくんに訂正
クイズの当選者を紹介している申で
豆ふくの才リジ7)レ詰め合ゼセットを51固=今
1個に訂正

訂正とお詫び
先月号の「おひさまサラダJで、下記の通り誤りがありま
したので、訂正のうえ深くお詫び申し上げます.
・訂正箇所・
05ページ

07ページ

029ページ

食と農の「今Jと「明日Jを考え、
役立つ情報を届けます

0
7
月
刊
日

(月
)

畑
楽
ク
ラ
ブ
第

5
固
講
座

「
病
害
虫
の
種
類
と
特
徴
」

O
7
月
刊
日

(木
)

青
年
部
第
6
回
8
支
部
交
流
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
大
会

-毎日発行、新聞后から
百日比重します(日曜日は体刊)
・新聞代金1力月 お申し込みは

2.450円(税込み) お近くのi由区事務所まで

d:日操業主胸

自
5月27日、午前9時より第4固定例理事会が開催
され、報告事項11件、議決事項6件が協議され、原

案通り憲認されました。

[報告事項]
①内部監査(融資)報告について
②組合員状況報告について
③財務状況報告について
@人事の発令について
⑤夏期手当の支給について
⑥訴訟事案にかかる経過及び結果報告について
⑦平成23年度畑作物共済加入状況について
③作況調査 (5月15日)報告について
⑨北海道馬鈴薯箇議会H22事業報告並びにH23事業計画

について
⑩平成23年度中古農機 ー自動車展示即売会の開催につい
て

⑪生乳生産状況及び個体取引価格状況について

@ 



カポナータご飯

[作り方]
①7ス1d:2cm角に切り、 Ig少々をして、水気が出疋ら拭き、 l易1-:1油
(材料外)を160度仁烈し、薄く色づくまで揚げる。

②タマネギは薄切り。トマトはひと口大に切る。セロリは2cm角に
切る。鶏肉は 2cm太のそぎ切りに菅る (t~、こしょう少々振る)。

③鍋に、オリーブ油を入れて烈し、タマネギを妙め、鶏肉を妙める。

肉の色が変わったら、セロリ、トマトを加え、時R混ぜながら、

10分ほど煮る。
④③に、ナス、 Aを入れ、砂糖、こしょう、 l冨で調味して、火を止

める。ワインピネガ を加えて混ぜる。ご飯にゆけていただく。

cw. 
イタリアの家庭料理力ポナ タをご飯にl卦けたらおいしい。
ナスをいったん揚げているのがおいしさのヒミツ。たくさん
作って、 2~3日冷蔵庫で保評ちできます。

[ 1人分約628kcal]

[材料 :4人分]
温力、いご師 800g 
ナヱ 3本 (300g)
タマネギ 小 1阻 (150g)
セロリ 1本
語E担問 1岨(2oog)
トマト 21固く3oog)
オリブ油 大さじ2
「方リーフ Eピヲルヌ ...............12個
AI拍の軍 大さじ2
」ケパ 小さ<02
砂棺 小さ<01
こしょう 山河
塩 週E
ワインピネガ 大芭<02

《
J
心
静》

[作り方]

①タマネギは薄切りにする。セロリは斜め薄切りにする。

コンは5mm幅仁切る。

②鍋に;由を烈し、タマネギを、

1)、ベーコンを加え、妙める。

③サヤエンドウは熱湯で色よくゆでる。斜めに切る。

@記号に、 A、豆を加え、中火で煮る。約10分煮て、塩、

うで昧を調え、器に盛り、 サヤ工ンドウをのぜる。

ベ-

しんなりするまで妙める。セロ

フ
い人分約105kcal]

ー豆のス

滞
お
叫
汁
守
山
「J
同
醐
締
罰
耳
一
面
帥

4
0由
(
〕

O
∞
己
持
漏
出
持
畑
司
骨
L
畑山
昌一
-叶四
品
酬
∞
岨

↓m「
口
昂
司

ω
向
田
一
w
一可司

(
主
)

こしょ

CW;T 
豆をス ブにすると、 亘そのもののおいしさが味わえます。
豆はミックスでも1種類でちょいです。健康のだめにも薄味
でたっぷりいただきましょう。

200g 

1/2個 (1oog)
20 cm(50g) 
2平交(30g)
10存交(20g)
太古じ1
刀ッブ4
小さじ2
1 千又
吉き叫》κ矛

[材料 :4人分]
インゲンきんとさヒヨコ豆など
('.1<薫缶詰〉
タマネギ
セロリ
ベコン
サヤエンドウ
サラタ油
「水
AIスブのもと
」口リ工
塩こしょう

湖
南
耐
¥
国
三
噛
摺

編集後記 1 
・6月2日に国会で、菅内閣への不信任決議案が野党3党から鍵出され、反対多目
数で否決されました。わが日本の舵を鐸る政治家の皆さんは、国民に目を向けE

す「イス取りゲームJを楽しんでいるように見えてなりません.

-東日本太震災で苦しむ被災者救鑑、福島原発問題、日本経済の建て直し、 TP
P問題など阜急に取り組まなければならないことが山積しています。国民1人目
ひとりは、 「犬と猫の喧嘩Jみたいなことは「ちう、だくさん」と思っているE
はすです。ぜひ、国民が投じだ一票の重みを受け止め、真剣に国政に取り組んE
でほしいものです。

世田籾山
町
¥
時
融
制
揃
酒
田
盲
目
阿
国
新
酒
円
と
T
1
U

5， 082百万円

JAきたみういホームページ

金

E-mail hitoshi.hori@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jp 

資(堀仁志)

URL http://www.jakitamirai口r.lP


